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１ 目的・背景  

本プランは、すみだ環境基本条例に基づき、中長期的な視点から環境の共創に関する目標及び施策

を定め、施策の総合的・計画的推進を目的とし、「第二次すみだ環境の共創プラン」の後期計画とし

て策定するものです。 

本プランでは「墨田区基本構想（2005（平成 17）年 11 月策定）」と、「墨田区基本計画（後

期・2022（令和 4）年度～2025（令和 7）年度」のもとに、条例の基本理念である「環境の共創」

及び持続可能な“すみだ”の実現に向けて、環境施策の基本的方向を定めています。 

また、SDGs の取組や脱炭素の世界的潮流、コロナ禍に伴う新たな日常を踏まえ、未来に引き継

ぐ環境にやさしいまちをつくる必要があります。区は、区民に身近な自治体として、暮らしの中で果

たす役割等を踏まえ、基本目標の設定や施策の方向を定めています。 

 

２ 位置付け  

本プランは、墨田区の環境基本計画であり、区の環境行政の最上位となる計画です。 

「墨田区基本構想」及び「墨田区基本計画（後期）」における区の将来の姿の実現に向けて、環境の

側面から墨田区が取り組むべき環境政策の基本的方向を定めています。 

なお、地球温暖化への対応が国内外において緊急の課題であることから、「墨田区地球温暖化対策実

行計画（区域施策編）」と「墨田区地域気候変動適応計画」を包含し、地球温暖化対策に向けた一体的

な取組を推進していきます。 

 

３ 計画期間  

「第二次すみだ環境の共創プラン」は、計画期間を2016（平成28）年度から2025（令和7）

年度までの 10 年間としています。本プランは、「第二次すみだ環境の共創プラン」の後期計画とし

て、計画期間を2022（令和 4）年度から2025（令和 7）年度までの4年間とします。 

なお、「墨田区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」は、国や東京都の目標と整合を図るため、

目標年次を2030（令和12）年度とします。 

 

４ 墨田区の環境の現状  

（１）環境政策の進展  

本区の環境政策を取り巻く現状は、「SDGs未来都市（2021（令和３）年５月）」の選定及び「す

みだゼロカーボンシティ2050宣言（同年１０月）」の表明が顕著な動きとして挙げられます。区で

は、今後も区民・事業者・区の協働によるガバナンスの理念の下、脱炭素及び循環型の社会に向けた

政策を進めていきます。 

今後、「持続可能な社会」に関する区民等への普及・啓発をより一層進め、一人ひとりが当事者意

識をもって環境配慮行動をより広く実践していけるよう、環境施策を進めていきます。 
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（TJ）（２）部門別エネルギー消費量の推移  

2008（平成 20）年度以降、墨田区のエネ       

ルギー消費量は減少傾向で、2018（平成 30） 

年度は 11,882TJ
ﾃﾗｼﾞｭｰﾙ

となっており、部門別にみ 

ると、運輸部門、業務部門、産業部門が減少し 

ているのに対し、家庭部門は増減を繰り返しな 

がらも横ばいで推移しています。 

 

 

（３）温室効果ガス排出量の推移  

墨田区の温室効果ガス排出量は、2013（平成 

25）年度以降、減少しており、2018（平成30） 

年度は、1,206千 t-CO2eqと、2000（平成1 

2）年度に比べて約4.7％減少しています。 

 

 

 

 

 

５ プラン中間見直しに当たっての課題と対応 

（１）気候変動対策（緩和策）への対応  

現在の温室効果ガス排出量の削減ペースでは、目標を達成することは困難です。これは、当初の

想定よりも電力のCO2排出係数が下がっていないことが主な要因と考えられます。 

区では今後、すみだゼロカーボンシティ 2050 宣言に基づき、脱炭素社会の実現に向けて、国や

東京都の削減目標と整合する目標に切り替え、取組を加速していきます。本区はCO₂排出量の60％

以上が民生部門（家庭・業務）であることから、身近なライフスタイルの転換などを通じて、エネル

ギー消費量を大幅に削減し、脱炭素型への再構築・再設計を進めていきます。 

 

（２）気候変動対策（適応策）への対応  

これまで以上に、「緩和策」に取り組むと同時に、気候変

動による被害を回避・軽減する「適応策」にも取り組んでい

きます。水害リスクや熱中症リスクなどにも注意しながら、

複数の分野で「適応策」を推進していきます。 

【エネルギー消費量の推移】 

※小数点以下を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。 

出典：特別区の温室効果ガス排出量（みどり東京・温暖化防止プロジェクト） 

【温室効果ガス排出量の推移】 

※小数点以下を四捨五入しているため、合計が一致しない場合がある。 

出典：特別区の温室効果ガス排出量（みどり東京・温暖化防止プロジェクト） 

※t-CO2eq（トン シーオーツー イーキュー）: 

各種の温室効果ガスの排出量に地球温暖化への影響度

（係数）を乗じて t-CO2 相当量に換算した時に使用

する単位。 
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６ 第二次すみだ環境の共創プラン（後期）の体系  

 

本プランが目指す「すみだ」の将来像を実現するため、6 つの「基本目標」と、それに連なる 16

の「個別目標」を設定し、各種施策・事業を推進します。 

 

 

将来像 個別目標

み
ん
な
で
創
る
環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
「
す
み
だ
」

1 家庭での脱炭素化を促進する

2 事業所での脱炭素化を促進する

3 脱炭素型のまちをつくる

1 気象災害に強いまちをつくる

2 気温が上昇しても快適に過ごせるまちをつくる

3 節水と雨水の有効活用を推進する

1 緑の満足度を向上させる

1 環境教育・環境学習を推進する

2 協働による環境活動を推進する

4 一人ひとりが気候変動への適応の理解を深める

基本目標1

脱炭素社会の実現に向けたまちづ
くりが進み、あらゆる人が行動す
るまち

【墨田区地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）】

基本目標２

気候変動に適応し、安心して過ご
せるまち

【墨田区地域気候変動適応計画】

基本目標３

水と緑が暮らしに寄り添うまち

基本目標６

環境活動を実践する人が育つまち

基本目標

基本目標４

省資源・循環型社会を実現するま
ち

基本目標５

良好な生活環境が確保され、健康で
やすらぎが実感できる住みよいまち

2 生物多様性の重要性や、生物との共生に理解
を深めている人を増やす

3 水や緑のうるおいを感じられるまちをつくる

1 ごみの発生抑制と有効利用を促進する

2 省資源・循環型社会の実現に協働で取り組む

1 健康でやすらぎを実感できるまちをつくる

2 景観に配慮したまちをつくる



4 
 

「基本目標」は、2025（令和 7）年ごろのすみだの環境をどのような方針で形作っていくのか、

「すみだの将来像」を実現するための内容を表しており、区民・事業者・区の協働による取組の指針

となるものです。 

「個別目標」は、各基本目標の達成に向けて、必要な施策の方向を定め、事業対象や範囲を明確に

したものです。また、「施策の方向」は、個別目標の達成や関連する SDGs への貢献のための具体的

な取組、個別事業を明確にしたものです。 
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７ 第二次すみだ環境の共創プラン（後期）の基本目標  

 

 

 

 

 

人間の活動によって増加した CO2 などの温室効果ガスは、地球の気温を上昇させるとともに、私

たちの生命や財産、様々な生物に大きな被害を与えています。 

「脱炭素社会」を実現するためには、省エネ性能の高い建築物や設備、家電の導入、節電などによ

り消費エネルギーを少なくする「省エネ」、太陽光発電などでエネルギーを創り出す「創エネ」など、

あらゆる人が行動を加速する必要があります。 

区は、2021（令和 3）年 10 月に「すみだゼロカーボンシティ 2050 宣言」を表明しました。

温室効果ガス排出量等の削減目標については、「墨田区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」とし

て位置付けて以下の数値目標を設定し、様々な取組を推進していきます。 

 

【墨田区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の数値目標】 
 

 

 

 

 

※目標値は、小数点以下を切り捨てた数字としている。 
※J（ジュール）：エネルギーの単位。1J で、100g（単 1 のマンガン乾電池程度）の物を約 1m

持ち上げることができる。 
※MJ（メガジュール）：1MJ = 1,000,000 J。100kg（4～5 人用冷蔵庫程度）の物を約 1km

持ち上げることができる。 
※TJ（テラジュール）：1TJ = 1,000,000 MJ。100t（乗用車約 70 台分程度）の物を約

1,000km（東京から鹿児島までの距離程度）持ち上げることができる。 
※t-CO₂（トン シーオーツー）：乗用車が約 8,600km（東京からカリフォルニア州までの距離程

度）走行する際に排出するCO₂量、杉の木約71本が1年間に吸
収するCO₂量 

 

指 標 
基準値 
2000 

（平成 12）年度 

実績値 
2018 

（平成 30）年度 

目標値 
2030 

（令和 12）年度 

区域における 
エネルギー消費量 

17,187 ＴＪ 11,882 ＴＪ 8,593 ＴＪ 

家庭における一世帯当た
りのエネルギー消費量 

40,739 MJ/世帯 28,210 MJ/世帯 18,784 MJ/世帯 

業務における床面積 1m2

当たりのエネルギー消費量 
1,166 MJ/㎡ 975 MJ/㎡ 598 MJ/㎡ 

区域における 
温室効果ガス排出量 

1,265 千 t-CO₂ 1,206 千 t-CO₂ 632 千 t-CO₂ 

基本目標１ 
脱炭素社会の実現に向けたまちづくりが進み、あらゆる人が行動するまち 
【墨田区地球温暖化対策実行計画（区域施策編）】 

2030（令和 12）年度までに 2000（平成 12）年度比で 
区域におけるエネルギー消費量を 50％削減する 
区域における温室効果ガス排出量を 50％削減する 



6 
 

 

 

 

 

 

近年、記録的な猛暑や集中豪雨の増加、熱中症搬送者数の増加など地球温暖化の影響と考えられる

極端な気象現象が現れており、「気候危機」と呼ばれるまでになりました。区では、これまで以上に

温室効果ガスの排出量を抑制する「緩和」1に取り組むとともに、気候変動による被害を回避・軽減

する「適応」2にも取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

区は豊かな水辺に囲まれ、江戸時代から四季の自然を楽しむ文化があり、日常生活の中で、水と緑

を通して豊かな情緒を育んできました。住宅等の密集により、一定規模の緑地を新たに創出すること

は難しい状況ですが、「まちなかに点在する緑」や「街路樹」を増やし、うるおいとやすらぎを得る

とともに、エコロジカルネットワーク3を形成していく必要があります。また、地球規模での生物多

様性の保全のために、区民一人ひとりが、緑の大切な役割と生物多様性の恵みについて理解を深めら

れるように啓発を行っていきます。 

 

                                                   
1：気候変動対策のうち、温室効果ガスの排出量を抑制する対策 
2：気候変動対策のうち、気候変動による被害を回避・軽減する対策 
3：「生きもの」の生息拠点となる緑地を小規模な緑地や街路樹などでつなぎ、「生きもの」が移動しやすい状態となって

いる生息地のネットワークのこと 

指 標 

現状値 

2020 

（令和 2）年度 

目標値 

2025 

（令和 7）年度 

住民意識調査において「大雨や荒川の氾濫等による大規模な

水害時の避難方法等を知っている」と回答した区民の割合 
33.0％ 50.0％  

雨水総貯留容量 25,490m3 30,000m3 

みどり率 20.8％ 20.9％ 

指 標 

現状値 

2020 

（令和 2）年度 

目標値 

2025 

（令和 7）年度 

住民意識調査における「生活環境評価：緑の豊かさ」

で「やや良い・良い」と回答した区民の割合 
27.2％ 29.2％ 

生物多様性という言葉の認知度 45.3％ 46.5％ 

みどり率 20.8％ 20.9％ 

基本目標３ 

水と緑が暮らしに寄り添うまち 

基本目標２ 

気候変動に適応し、安心して過ごせるまち 
【墨田区地域気候変動適応計画】 
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私たちはこれまで、大量生産、大量消費、大量廃棄という経済社会を構築してきました。近年、プ

ラスチックごみが海に流れ込み、海の生態系などに悪影響を及ぼす「海洋プラスチック問題」が深刻

な問題となっています。本区でも、廃プラスチック製品等が河川に流れ込み、海に流れ着く前にマイ

クロプラスチックへ移行し始めていることが確認されています（令和元年10月調査）。 

そこで、区では発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）、再資源化（リサイクル）の 3R を推

進していくとともに、優先度の高い 2R（発生抑制・再使用）に一層注力し、「ごみを出さない」「ご

みをつくらない」取組を進めていく省資源・循環型社会の実現を目指します。 

指 標 

基準値 

2018 

（平成 30）年度 

現状値 

2020 

（令和 2）年度 

目標値 

2025 

（令和 7）年度 

区民１人１日当たりごみ総量 677g 683g 633g 

区民１人１日当たり区収集ごみ量 548g 551g 513g 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区は、大気や河川、騒音等に関する調査を継続して実施しており、おおむね環境基準を達成し、良

好な生活環境が維持されています。一方で、2020（令和 2）年度には騒音等の苦情件数が増えまし

た。この要因としては、区民の環境に係る意識の変化や、コロナ禍に伴う生活様式の変化等が考えら

れます。 

このような新たな課題にも対応しながら、引き続き良好な生活環境を確保し、健康でやすらぎが実

感できる住みよいまちを引き継ぐため、都市・生活型公害の防止に向けた取組を進めていきます。 

また、2009（平成 21）年 11 月に施行した墨田区景観計画に掲げる景観まちづくり像の実現に

向け、地域の特色を生かしたすみだらしい景観づくりを進めます。 

 

指 標 

現状値 

2020 

（令和 2）年度 

目標値 

2025 

（令和 7）年度 

住民意識調査における「生活環境評価：騒音・振動」

で「やや良い・良い」と回答した区民の割合 
24.5％ 30.0％ 

住民意識調査における「生活環境評価：大気汚染」で

「やや良い・良い」と回答した区民の割合 
19.9％ 25.0％ 

住民意識調査における「生活環境評価：景観・まちな

み」で「やや良い・良い」と回答した区民の割合 
33.7％ 40.0％ 

基本目標４ 

省資源・循環型社会を実現するまち 

基本目標５ 

良好な生活環境が確保され、健康でやすらぎが実感できる住みよいまち 
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本プランが目指す「みんなで創る環境にやさしい持続可能な『すみだ』」を実現するためには、社

会を構成する一人ひとりが環境との関わりについて理解と認識を深め、環境配慮の行動をとっていく

ことが求められます。 

地球温暖化をはじめとする今日の環境問題は、普段のライフスタイルや事業活動を見直し、変えて

いくことが、その解決への一歩となります。 

そのため、家庭や学校、職場をはじめ、様々な場面で子どもから大人まで幅広い世代の区民が環境

についての正しい知識を学べる環境教育と、環境学習の機会の充実を図っていきます。さらに、学ん

だ成果を具体的な行動として実践する環境活動の場を拡充していきます。 

 

指 標 

現状値 

2020 

（令和 2）年度 

目標値 

2025 

（令和 7）年度 

環境ボランティアの登録者数 110名 135名 

 
※環境ボランティア：エコライフサポーター、緑と花のサポーター、すみだ自然環境サポーター、 

すみだ環境共創区民会議委員 
 

 

基本目標６ 

環境活動を実践する人が育つまち 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第二次すみだ環境の共創プラン 

中間改定（案） 

【概要版】 

 

令和 年 月 

 

墨田区 都市整備部環境担当 環境保全課 

〒130-8640 墨田区吾妻橋一丁目23番20号 

電話 03-5608-6207 ＦＡＸ 03-5608-1452 


